
 
 

水産防疫対策委託事業（水産動物疾病のリスク評価）（令和 7 年度／国庫委託） 

－河川等におけるアユ冷水病発生株の調査－         石川孝典・竹中剛志・吉田 豊 

 

要 約 

2025年に栃木県内で細菌性冷水病（冷水病）の発病

が疑われた 11 症例（天然水域 2 症例および養魚場 9 症

例）のアユ 26 個体，及びやな採捕（2 カ所，7 回）の

アユ 60 個体を供試検体として，冷水病原因菌（冷水

菌）116 株を分離した。分離株は，マルチプレックス

PCR 法により遺伝子型を決定した。その結果，天然水

域では CD45 型のみ，養魚場では CD45 型および CDC5

型，やな採捕魚では CD45 型，A3A2 型および 1890 型

が確認された。全体として，CD45 型が 116 株中 108 株

と約 9 割を占め，昨年と同様に流行株であった。 

また，過去に分離された冷水菌 63 株について，高温

条件下でのコロニー形成能の有無を調査した。その結

果，26°C で 7 日間の培養を行ったところ，10 株でコ

ロニーが形成され，高水温条件下でも増殖できる高温

耐性菌株である可能性が示された。 

さらに，26°C でのコロニー形成能を有する高温耐性

菌株のうち TB2400-01 株を用いて，人為感染試験を行

い，高水温条件下でのアユへの病害性を調査した。水

温を 23°C とした高水温区を設け，18°C の対照区と死

亡状況を比較した。当該菌株による浸漬攻撃後，高水

温区では死亡は見られなかったが，対照区では冷水病

の病徴を伴う死亡が生じ，累積死亡率は 44％となった。

また，生残魚の保菌率を調査したところ，高水温区で

14％（対照区は 7％）となり，高温耐性菌株は高水温

条件下では死亡までには至らないが，アユに感染が成

立し，保菌状態になることが明らかとなった。 

なお，本課題の詳細については「令和 7 年度 水産防

疫対策委託事業（水産動物疾病のリスク評価，国際基

準・情勢に対応したアクティブサーベイランス等の実

施）報告書」により農林水産省へ報告した。 
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